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附
属
書

暫
定
的
措
置
（
南
東
大
西
洋
に
お
け
る
漁
業
資
源
の
保
存
及
び
管
理
に
関
す
る
条
約
の
当
初
の
暫
定

的
措
置
を
二
千
六
年
十
月
四
日
の
委
員
会
の
決
定
に
よ
り
改
正
し
た
も
の
）
に
関
す
る
保
存
措
置
第

七
号
（
二
千
六
年
）

南
東
大
西
洋
に
お
け
る
漁
業
資
源
の
保
存
及
び
管
理
に
関
す
る
条
約
の
締
約
国
は
、

南
東
大
西
洋
に
お
け
る
漁
業
資
源
の
保
存
及
び
管
理
に
関
す
る
条
約
が
、
条
約
水
域
に
お
い
て
、
締
約
国
の
旗
を
掲

げ
る
漁
船
及
び
漁
業
調
査
船
に
関
す
る
当
該
締
約
国
に
よ
る
旗
国
と
し
て
の
責
任
の
効
果
的
な
遂
行
を
強
化
す
る
た

め
、
監
視
、
検
査
、
遵
守
及
び
取
締
り
の
制
度
の
確
立
を
予
定
し
て
い
る
こ
と
を
想
起
し
、

南
東
大
西
洋
漁
業
機
関
に
お
け
る
こ
の
制
度
が
確
立
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
南
東
大
西
洋
に
お
け
る
漁
業
資
源
の
保
存

及
び
管
理
に
関
す
る
条
約
附
属
書
に
規
定
す
る
暫
定
的
措
置
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
留
意
し
、

締
約
国
が
そ
の
義
務
を
効
果
的
に
履
行
す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
た
め
、
南
東
大
西
洋
漁
業
機
関
が
必
要
な
規
制
の

遵
守
及
び
取
締
措
置
を
と
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
、

次
の
と
お
り
協
定
し
た
。

１

改
正
後
の
暫
定
的
措
置
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

許
可
を
与
え
ら
れ
た
船
舶
に
関
す
る
南
東
大
西
洋
漁
業
機
関
の
記
録
の
作
成

２

委
員
会
は
、
こ
の
条
約
の
対
象
と
な
る
種
の
漁
獲
を
行
う
許
可
を
与
え
ら
れ
た
漁
船
に
関
す
る
南
東
大
西
洋
漁
業

機
関
の
記
録
を
作
成
し
、
及
び
保
持
す
る
。
こ
の
措
置
の
適
用
上
、
そ
の
記
録
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
漁
船
は
、
こ

の
条
約
の
対
象
と
な
る
種
に
つ
い
て
、
漁
獲
を
行
い
、
船
内
に
保
持
し
、
転
載
し
、
又
は
陸
揚
げ
す
る
許
可
を
与
え

ら
れ
て
い
な
い
も
の
と
み
な
し
、
そ
の
漁
船
は
、
違
法
な
、
報
告
さ
れ
な
い
又
は
規
制
に
服
し
な
い
漁
獲（
以
下「
Ｉ

Ｕ
Ｕ
漁
獲
」
と
い
う
。）を
行
っ
て
い
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

６

各
締
約
国
は
、
次
の
こ
と
を
行
う
。

æ

自
国
の
船
舶
が
こ
の
条
約
及
び
こ
の
条
約
の
保
存
管
理
措
置
に
基
づ
く
当
該
船
舶
に
つ
い
て
の
要
件
及
び
責
任

を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
限
り
、
当
該
船
舶
に
対
し
て
条
約
水
域
に
お
い
て
操
業
す
る
許
可
を
与
え
る
こ

と
。

ç

自
国
の
船
舶
が
、
関
連
す
る
す
べ
て
の
南
東
大
西
洋
漁
業
機
関
の
保
存
管
理
措
置
を
遵
守
す
る
こ
と
を
確
保
す

る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
と
る
こ
と
。

è

南
東
大
西
洋
漁
業
機
関
の
記
録
に
記
載
さ
れ
る
自
国
の
船
舶
が
、
有
効
な
船
舶
登
録
の
証
明
書
及
び
漁
獲
又
は

転
載
を
行
う
た
め
の
有
効
な
許
可
証
を
船
内
に
備
え
置
く
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
と
る
こ
と
。

é

南
東
大
西
洋
漁
業
機
関
の
記
録
に
記
載
さ
れ
る
自
国
の
船
舶
が
、
過
去
に
Ｉ
Ｕ
Ｕ
漁
獲
の
活
動
を
行
っ
た
事
実

を
有
し
な
い
よ
う
、
又
は
当
該
船
舶
が
そ
の
よ
う
な
事
実
を
有
す
る
と
き
は
、
そ
の
新
た
な
所
有
者
が
、
従
前
の

所
有
者
及
び
操
業
者
が
当
該
船
舶
に
つ
い
て
法
律
上
、
利
益
配
分
上
若
し
く
は
財
務
上
の
利
害
関
係
若
し
く
は
支

配
を
有
し
て
い
な
い
旨
を
示
す
十
分
な
証
拠
を
提
供
す
る
よ
う
、
若
し
く
は
す
べ
て
の
関
連
す
る
事
実
を
考
慮
し

た
上
で
当
該
船
舶
が
Ｉ
Ｕ
Ｕ
漁
獲
に
従
事
し
て
お
ら
ず
、若
し
く
は
関
連
を
有
し
て
い
な
い
よ
う
確
保
す
る
こ
と
。

ê

南
東
大
西
洋
漁
業
機
関
の
記
録
に
記
載
さ
れ
る
自
国
の
船
舶
の
所
有
者
及
び
操
業
者
が
、
条
約
水
域
に
お
い
て

南
東
大
西
洋
漁
業
機
関
の
記
録
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
船
舶
が
行
う
漁
獲
活
動
に
従
事
し
て
お
ら
ず
、
又
は
関
連

を
有
し
て
い
な
い
こ
と
を
国
内
法
に
基
づ
き
可
能
な
範
囲
内
で
確
保
す
る
こ
と
。

ë

南
東
大
西
洋
漁
業
機
関
の
記
録
に
記
載
さ
れ
る
船
舶
の
所
有
者
に
対
す
る
規
制
及
び
懲
戒
措
置
を
効
果
的
に
実

施
す
る
た
め
、
当
該
所
有
者
が
旗
国
で
あ
る
締
約
国
内
の
市
民
又
は
法
人
で
あ
る
こ
と
を
国
内
法
に
基
づ
き
可
能

な
範
囲
内
で
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
と
る
こ
と
。

７

各
締
約
国
は
、
６
の
規
定
に
従
っ
て
と
る
国
内
の
行
動
及
び
措
置
（
懲
戒
及
び
制
裁
措
置
を
含
む
。）を
検
討
し
、

そ
の
検
討
の
結
果
を
二
千
七
年
の
委
員
会
の
会
合
時
に
、
及
び
そ
の
後
は
毎
年
、
開
示
に
関
す
る
国
内
法
に
合
致
す

る
方
法
に
よ
り
委
員
会
に
報
告
す
る
。
委
員
会
は
、
そ
の
検
討
の
結
果
を
考
慮
し
つ
つ
、
適
当
な
場
合
に
は
、
南
東

大
西
洋
漁
業
機
関
の
記
録
に
記
載
さ
れ
る
船
舶
の
旗
国
で
あ
る
締
約
国
に
対
し
、
こ
れ
ら
の
船
舶
に
よ
る
南
東
大
西

洋
漁
業
機
関
の
保
存
管
理
措
置
の
遵
守
を
強
化
す
る
た
め
更
な
る
行
動
を
と
る
こ
と
を
要
請
す
る
。

８

各
締
約
国
は
、
自
国
の
関
連
法
令
に
基
づ
き
、
南
東
大
西
洋
漁
業
機
関
の
記
録
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
船
舶
が
こ

の
条
約
の
対
象
と
な
る
種
に
つ
い
て
、
漁
獲
を
行
い
、
船
内
に
保
持
し
、
転
載
し
、
及
び
陸
揚
げ
す
る
こ
と
を
禁
止

す
る
た
め
の
措
置
を
と
る
。

９

各
締
約
国
は
、
南
東
大
西
洋
漁
業
機
関
の
記
録
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
船
舶
が
、
条
約
水
域
に
お
い
て
こ
の
条
約

の
対
象
と
な
る
種
の
漁
獲
又
は
転
載
に
従
事
し
て
い
る
こ
と
を
疑
う
に
足
り
る
合
理
的
な
根
拠
を
示
す
事
実
関
係
に

関
す
る
情
報
を
事
務
局
長
に
通
報
す
る
。

船
舶
の
文
書

10

各
締
約
国
は
、
次
の
こ
と
を
行
う
。

æ

自
国
の
漁
船
及
び
漁
業
調
査
船
が
、
そ
れ
ぞ
れ
、
自
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
が
発
給
し
、
及
び
認
証
し
た
文
書

を
船
内
に
備
え
置
く
よ
う
確
保
す
る
こ
と
。
当
該
文
書
に
は
、
少
な
く
と
も
次
の
も
の
を
含
め
る
。

ü

登
録
書

@

漁
獲
を
行
う
た
め
の
又
は
漁
業
調
査
活
動
に
従
事
す
る
た
め
の
免
許
、
承
認
又
は
許
可
及
び
こ
れ
ら
に
付
さ

れ
る
条
件

A

船
名

B

船
籍
港
及
び
登
録
番
号

C

国
際
無
線
通
信
呼
出
符
号
（
該
当
す
る
場
合
に
限
る
。）

D

所
有
者
及
び
該
当
す
る
場
合
に
は
傭よ

う

船
者
の
氏
名
及
び
住
所

許
可
及
び
通
報

３

各
締
約
国
は
、
条
約
水
域
に
お
い
て
操
業
す
る
許
可
を
与
え
ら
れ
る
自
国
の
船
舶
の
表
を
、
可
能
な
場
合
に
は
電

子
的
手
段
に
よ
り
、
二
千
七
年
七
月
一
日
ま
で
に
、
及
び
そ
の
後
は
毎
年
十
二
月
一
日
ま
で
に
事
務
局
長
に
提
出
す

る
。
こ
の
表
に
は
、
次
の
情
報
を
含
め
る
。

ü

船
名
、
登
録
番
号
、
従
前
の
船
名
（
判
明
し
て
い
る
場
合
に
限
る
。）及
び
船
籍
港

@

従
前
の
国
旗
（
該
当
す
る
場
合
に
限
る
。）

A

国
際
無
線
通
信
呼
出
符
号
（
該
当
す
る
場
合
に
限
る
。）

B

所
有
者
の
氏
名
及
び
住
所

C

建
造
さ
れ
た
場
所
及
び
時
期

D

船
舶
の
種
類

E

長
さ

F

操
業
者
（
管
理
者
）
の
氏
名
及
び
住
所
（
該
当
す
る
場
合
に
限
る
。）

G

漁
法
の
種
類

H

型
深
さ

最
大
幅

登
録
総
ト
ン
数

主
た
る
推
進
機
関
の
出
力

４

各
締
約
国
は
、
最
初
の
南
東
大
西
洋
漁
業
機
関
の
記
録
の
作
成
の
後
、
当
該
記
録
へ
の
追
加
、
当
該
記
録
か
ら
の

削
除
又
は
当
該
記
録
に
つ
い
て
の
修
正
が
生
じ
た
と
き
は
い
つ
で
も
、
そ
れ
を
速
や
か
に
事
務
局
長
に
通
報
す
る
。

５

事
務
局
長
は
、
南
東
大
西
洋
漁
業
機
関
の
記
録
を
保
持
し
、
及
び
締
約
国
に
よ
り
付
さ
れ
た
秘
密
の
取
扱
い
に
係

る
要
件
の
範
囲
内
に
お
い
て
、電
子
的
手
段（
南
東
大
西
洋
漁
業
機
関
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
す
る
こ
と
を
含
む
。）

を
通
じ
、
そ
の
記
録
の
公
表
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
を
と
る
。
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